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研究要旨 

視覚障害者が新型コロナウイルス感染症により入院または療養施設で受療することとな

った場合、受け入れ施設のスタッフが配慮すべき点についてわかりやすく示す資料を作成

した。資料は「初対面時」「移動」「検査説明」「CT検査」「病室」「同意書の署名」

「宿泊施設」の場面を設定し、視覚障害のある人が必要とする配慮が網羅できるように構

成した。 

 本資料の公開後、視覚障害者を支援する福祉職や眼科医、また視覚障害当事者やボラン

ティア等から、書かれている内容がわかりやすく、活用しやすいという反響があり、これ

らの情報の普及が求められていると考えられた。 

 

A． 研究目的 

 2020年初頭からの新型コロナウイルスの流行に際

し、感染した場合には即座に視覚障害のある人も隔

離された環境下で治療を受ける場合が生じることと

なった。その状況下では、支援者や家族の同行なく視

覚障害者単身で入院または療養施設に入り、慣れな

い場所で自ら身の回りのことを行う必要が生じる場

合もある。 

 先行研究において、医療機関が様々な障害のある

人に対して適切に対応しやすくすることを目的とし

て、「医療従事者のための見えにくい方へのサポート

ガイド」を作成・公開していた（八巻, 原田. 2019）。

そこで、「医療従事者のための見えにくい方へのサポ

ートガイド」をもとに、視覚障害者が新型コロナウイ

ルス感染症により入院または療養施設で受療するこ

ととなった場合、受け入れ施設のスタッフが配慮す

べき点についてわかりやすく示すことを目的とする。 

 

B．研究方法 

「医療従事者のための見えにくい方へのサポート

ガイド」で示した内容に、新型コロナウイルス感染症

の入院で想定される流れに沿って場面を設定し、そ

の場面ごとに配慮を必要とする事項を視覚障害者情

報提供施設職員が案を示した。 

 作成された案を医師（リハビリテーション医、眼科

医を含む）、看護師、社会福祉士、福祉専門職（視能

訓練士、視覚障害者情報提供施設職員を含む）、視覚

当事者研究者による検討を行い、修正を重ねた。 

 作成したパンフレット「医療従事者と支援スタッ

フのためのサポートガイド『視覚に障がいのある方

が新型コロナウイルスに感染し入院したら』」は、当

研究班のウェブサイトならびに堺市立健康福祉プラ

ザのホームページで公開するとともに、印刷した資

料は全国視覚障害者情報提供施設協会の加盟施設

（約100施設）に配布した。また、音声版、点字版を

作成し、インターネット上の点字図書館である「サピ

エ」、当研究班のウェブサイト、堺市立健康福祉プラ

ザのホームページでも公開した。 

 

（倫理面への配慮） 

 研究者間の意見交換に基づく資料作成であり、倫

理的配慮を必要とするような事項はない。 

 

C．研究結果 

 作成した資料は「初対面時」「移動」「検査説明」

「CT検査」「病室」「同意書の署名」「宿泊施設」

の場面が設定された。これらの場面は、入院からの流

れに沿って場面をレイアウトし、具体的な声掛けの

例をイラストとせりふ入りの吹き出しで表現する等

の工夫を行い、実際の利用場面を想起しやすい構成

とした。 

 個々の説明においては「誘導の方法」「段差での誘

導」「病室の位置」「目印・表示の工夫」「診療時の

配慮」「同意書の署名」「お風呂場での注意と確認」

「お弁当の受け渡し」の項目を設定し、視覚障害のあ

る人が必要とする配慮が網羅できるように構成した。 

  

D．考察 

 本資料の公開後、視覚障害者の支援施設職員や眼

科医、また視覚障害当事者やボランティア等から、書
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かれている内容がわかりやすく、活用しやすい、メー

リングリストで紹介した、関連施設に配布したいの

で追加配布をしたい等の反響を多数得た。日本盲導

犬協会からは、5000部を協会費用によって印刷・配布

したいとの申し出があり、同協会を通じても配布が

行われた。

 支援者が不在の状態で、慣れない場所において、視

覚障害のある患者が受療する状況は、患者にとって

も不安が大きいこと、受け入れるスタッフにとって

も戸惑いがあることが予想される。資料に対する好

意的な反響は、視覚障害者を身近で支援する人たち

にはそれらの情報提供の必要性が感じられているこ

との表れであると考えられる。また、この資料が実際

の場面を想起しやすいよう、構造やイラスト、説明に

工夫を行ったことが、福祉職員やボランティアなど

身近な支援者からみても利用しやすい資料であると

評価されたものと推察された。作成した資料がより

広く活用されるよう、普及を促していくことが必要

であると考えられる。 

 また、この資料は医療者等の利用を想定したもの

であるが、音声版、点字版を「サピエ」等に掲載した

ことにより、視覚障害者自身からも好意的な反響が

多数あった。これは視覚障害当事者からも情報を得

ておきたいという声に応えた対応であったが、視覚

障害当事者には実際に自身が新型コロナウイルスに

感染した際にどのような状況が予想されるのかとい

う、予備知識を得る資料としても利用され、評価され

たものと考えられた。 

 また、医療機関の受診はコロナ禍が収束して以降

も日常的に必要となる。聴覚障害、知的障害など、他

の障害のある人に求められる医療機関の対応につい

ても同様の資料は有用であると考えられる。 

E．結論 

 視覚障害者が新型コロナウイルス感染症により入

院または療養施設で受療することとなった場合、受

け入れ施設のスタッフが配慮すべき点についてわか

りやすく示す資料を作成した。作成した資料に対し

て、視覚障害のある人を支援する福祉職、眼科医等か

ら好意的な反響があった。 
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